
令和２年第３回川西市議会定例会（６月） 一般質問 発言事項 

 

１． 津 田 加代子 （市民クラブ “改革の風”） 

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

 

  １．廃止された「在日外国人学校就学支援事業」のリニューアル、再事業化する

ことについて 

     ⑴ 当該事業の理念について 

      ① 当該事業が導入された経緯について 

      ② 「川西市在日外国人教育指針」における当該事業の基本的考え方に

 ついて 

      ③ 「指導の手引き」作成の目的と考え方について 

     ⑵ 当該事業が阪神各市と協調実施されてきた経緯について 

     ⑶ 事業再検証で廃止とした理由について 

     ⑷ 事業のリニューアル、再事業化について 

 

２． 田 中 麻 未 （明日のかわにし） 

              質問方法：一括質問一括答弁制 質問時間：４０分 

 

  １．コロナウイルス感染症における消防での取り組みについて 

     ⑴ 消防職員、市民の感染予防対策について 

      ① アイソレータ―（感染患者搬送用陰圧装置）運用方法について 

      ② 消防職員の感染予防対策について 

      ③ 市民のプライバシー保護について 

     ⑵ 消防力の現状と今後の展開について 

      ① 予備車の昨年度使用実績と課題について 

      ② 消防部局の職員数拡充について 

  ２．緊急事態宣言による教育委員会の小・中学校における対応状況について 

⑴ 学校休業中の児童・生徒への対応の考え方について 

① 小学校における休業中に取組まれてきた児童・保護者との関わり方

       について 

      ② 中学校における休業中に取組まれてきた生徒・保護者との関わり方 

       について 

      ③ 留守家庭児童育成クラブにおける児童と保護者との関わりと休業

 中の実態について 



     ⑵ 学校休業中の生徒・児童に対する課題と取組みについて 

      ① 小学校における取組み項目と課題について 

      ② 中学校における取組み項目と課題について 

      ③ 留守家庭児童育成クラブにおける取組み項目と課題について 

     ⑶ 学校休業中におけるオンライン教育の導入検討について 

      ① 小学校における検討状況と課題調査について 

      ② 中学校における検討状況と課題調査について 

 

３． 江 見 輝 男 （公 明 党） 

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

 

  １．感染症と自然災害との複合災害への対応について 

     ⑴ コロナ禍における避難行動の考え方について 

     ⑵ コロナ禍における避難所の運営について 

     ⑶ 地域や住民への周知と協力体制について 

  ２．防災と福祉の連携による個別支援計画作成促進事業について 

     ⑴ 市の考え方について 

  ３．くらしとしごとの応援ＬＩＮＥ相談について 

     ⑴ ２月の試行実施における結果と分析について 

     ⑵ ６月からの本稼働について 

     ⑶ 今後の事業展開について 

 

４． 吉 岡 健 次 （日本共産党議員団） 

質問方法：一問一答制 質問時間：４０分 

 

  １．災害時における避難場所の感染対策を行うことについて 

     ⑴ 避難場所における感染対応マニュアルの作成、運用、地域連携を行う

      ことについて 

     ⑵ 避難場所における感染対策物資の確保と保管場所の整備を行うこと

について 

     ⑶ 避難場所における感染予防、熱中症対策等の空調環境を整備すること

      について 

  ２．市民が安心して暮らし、働ける感染予防体制、環境の拡充について 

     ⑴ 発熱外来を設置することについて 

     ⑵ ＰＣＲ検査体制、抗原・抗体検査を行うことについて 



  ３．ポストコロナの観点で計画を見直すことについて 

     ⑴ （仮称）市立総合医療センターの計画を見直すことについて 

      ① 感染患者を受け入れる体制を十分確保することについて 

      ② 市内の救急病床を１６３床削減しないことについて 

      ③ 現市立川西病院を残すことについて 

     ⑵ 中学校給食センターを南部１か所に集中することを見直すことにつ

      いて 

     ⑶ 計画執行における決裁のあり方について 

  ４．教育現場で抜本的な感染対策を構築することについて 

     ⑴ 国・県に対して即時に少人数学級の実施を求めることについて 

      ① 「身体的距離の確保」の必要性と継続実施することについて 

      ② 小学校５、６年及び中学校を市独自で少人数学級にすることについ

       て 

     ⑵ 子どもたちの心身のケア、消毒や清掃など教職員を増員することにつ

      いて 

     ⑶ 子どもの実態に応じて学習指導要領の弾力化をすることについて 


